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本改訂版については、2015（平成 27）年国勢調査の結果や国立社会保障・人

口問題研究所（以下「社人研」という。）の「日本の地域別将来推計人口（平成

30(2018)年推計）」の公表を踏まえ、総人口の推移及び将来推計、将来展望につ

いて時点修正を行うものです。 

具体的には、 

① 総人口について、2015(平成 27）年国勢調査の結果を基に修正する。 

② 社人研の 2018（平成 30）年推計に基づき、2060（令和 42）年の将来推計 

人口について、社人研推計に準拠して再度推計する。その際、作成時点で 

の最新の人口や宅地開発における人口の増加見込み等を反映させる。 

こととし、当該部分について改訂版をお示しします。 
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１．人口動向分析 

 

(1) 長与町の総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・昭和 40年頃からの住宅地開発とともに人口が急増。 

・住宅地造成により人口増が続いていたが、近年では減少に転じている。 

 要因としては、転出超過の増加に加え、出生数の減少、死亡数の増加がある。 

(2) 主な団地等開発の履歴（※計画戸数 100 戸以上） 

団地名 年度 面積 (ha) 計画戸数 施行主体 

百合野団地 S39 8.0  182  県開発公社 

丸尾第二団地 S47 4.9  142  労生協 

青葉台団地 S47～48 11.8  343  栄泉興産㈱ 

丸田アパート S47～50 4.7  550  西日本菱重興産㈱ 

長与ニュータウン S47～49 55.1  1,340  小松建設工業㈱ 

二丁間団地 S49～50 9.6  340  長与西部土地区画整理組合 

Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ工区 S47～52 37.5  842  長与町(東部土地区画整理事業) 

北部地区 S52～59 12.9  230  長与町(北部土地区画整理事業) 

南陽台団地 S59～62 21.9  513  崎陽地所㈱ 

長崎サニータウン S61～H5 33.5  809  グン産興発㈱・㈱熊谷組 

緑ヶ丘団地 H6～H11 23.3  442  日特建設㈱ 

まなび野 H6～H13 40.6  700  長与町後川内土地区画整理組合 

フォーレツインキャッスル H8～H10 1.8  251  ㈱馬場住研 

ヴューテラス長与北陽台 H24～H28 22.5  350  榎の鼻土地区画整理組合 

高田南土地区画整理事業 S60～ 49.8 1,300 長与町（高田南土地区画整理事業） 

図表 1-2 
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長与町の総人口の推移（各年度末）

総人口

宅地開発

横ばい～微減

（人） 図表 1-1 

Ⅰ 長与町の人口の現状分析 



  

2 

 

 ２．将来人口の推計と分析 

 

(1) 国立社会保障・人口問題研究所の人口推計の概要 

社人研の「日本の地域別将来推計人口（2018（平成 30）年推計）」に準拠し行った将来

推計（以下、「社人研準拠推計」という。）では、本町の人口は、2060（令和 42）年には 28,182

人まで減少するとの推計結果になりました。 

人口ビジョン初版における同推計（平成 25年 3月推計）においては、2060（令和 42）

年には 31,300人になるとの推計結果でしたが、今回の推計では、その後に実施された 2015

（平成 27）年国勢調査の結果を踏まえた推計の結果、若者の純移動率の悪化などから、推

計値が大幅に下方修正されました。 

 

(2) 国立社会保障・人口問題研究所による長与町の将来人口推計 
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長与町の人口推計（社人研準拠推計）

総人口 0～14歳 15～64歳 65歳以上

（人）

2060年には約14,400

人(33.8%)減少する

図表 1-3 
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１．本町人口の将来展望 

 

前述のとおり、社人研準拠推計によると、本町の人口は、2060（令和 42） 年には 28,182    

 人（2015 年人口比△33.8％）まで減少することが見込まれています。 

国の総人口についても、2060（令和 42） 年には約 9,300万人（2015 年人口比△27％） 

まで減少するという推計もありますが、このような中、令和元年 12 月に改訂された国の

「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」においては、改訂前と同様、合計特殊出生率を 

2030 （令和 12）年に希望出生率の 1.8程度、2040 （令和 22）年には人口置換水準で 

ある 2.07 まで上昇させることにより、2060（令和 42） 年において１億人程度の人口を 

確保することを引き続き想定しています（長期ビジョンにおける「我が国の人口の推移 

と長期的な見通し」では、2040（令和 22） 年までに地域間の社会動態を均衡させるこ 

とを想定）。 

このような国の長期ビジョンを踏まえつつ、県内、及び本町の現状を鑑みると、第 1 

期総合戦略の計画期間においては、県内の基幹産業の低迷等を背景に社会減の悪化が見 

られるなど、人口減少の抑制に至っていない状況です。 

長崎県長期人口ビジョン（令和元年度改訂版）では、一定の成果が見られた企業誘致

等による雇用創出や移住者数の増加などについては継続・深化に努めること、また成果

が得られていない分野については足らざる取組の追加・拡充に努めることを基本としな

がら、引き続き 2060（令和 42）年に 100万人程度の人口水準を目指すこととしていま

す。 

本町においては、社人研推計の下方修正がなされたものの、県や県内市町との連携を

図りながら、引き続き 2040（令和 22）年までに希望出生率 2.14を目指すとともに、2040

（令和 22）年までに社会動態の均衡を達成することで、2060（令和 42）年に 37,000人

程度の人口水準を目指すこととします。 

 

 (1) 各推計人口の比較 

  ① 社人研準拠推計 

  ② 社人研準拠推計に下記条件を加えた推計 

 【②推計にかかる前提】 

 ・「結婚・妊娠・出産・子育ての意識調査」（長崎県・平成 27年）の結果、町の若者の結

婚・妊娠・出産・子育てに関する希望が叶えば、出生率 2.14を達成することができる。 

下表のとおり段階的に出生率が上昇し、2040(令和 22)年までに町の若者の希望出生率

2.14を達成、その後出生率一定と仮定。 

 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060
令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年 令和37年 令和42年

1.79 1.88 1.96 2.05 2.14 2.14 2.14 2.14 2.14

Ⅱ 人口の将来展望 
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・2021(令和 3)年～2025(令和 7)年までの間、住宅地造成に伴う町外からの転入により、

1,175人の増があると仮定。（年齢構成は、令和元年度末時点の北陽台自治会の年齢構

成比を準用。） 

 ・2040（令和 22）年までに、社会動態の均衡を達成 

・近年の社会減傾向を人口推計に反映させるため、令和２年人口については令和元年時

点での実人口を踏まえて算出し、以後は社人研準拠推計及び上記条件に準拠 

 

※以後、②の推計を、本町が目指すべき「目標推計人口」と呼ぶ。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・目標推計人口を達成すれば、2060（令和 42）年の人口は約 3.7万人となる。 

 

  

図表 2-1 

図表 2-1 
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出典：国勢調査(H27)、社人研推計及び長与町役場政策企画課作成

長与町の人口推計各パターン

①．国立社会保障・人口問題研究所準拠推計

②．目標推計人口

（人）
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 (2) 目標推計人口における詳細分析 

 

 

 ・2015(平成 27)年人口と比べ、2020(令和 2)年人口は大きく減少となる見込みだが、 

  2025(令和 7)年までに新規住宅地への転入増を見込み、人口が増加する。 

・出生率の向上や社会動態の均衡により、社人研推計に比して人口の減少幅は縮小。  

・出生率が上昇しても、高齢化率が低下に転じるまでには時間がかかる。 

  図表 2-3のとおり、2045（令和 27）年まで高齢化率は上昇し続ける。 

・生産年齢人口の比率が下げ止まるのは 2050（令和 32）年である。（図表 2-3参照） 

 

 ・出生率の向上及び社会動態の均衡が達成されれば、将来的には人口構成が 

若返り始める。 
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長与町の目標推計人口
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図表 2-2 
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  ・2035（令和 17）年以降は概ね横ばいの傾向を見せる。 

 

 

 

 

 

 

4,042 3,912 
3,689 

3,425 
3,171 

2,943 
2,735 

2,486 
2,267 

4,255 4,139 
3,815 3,729 3,740 3,817 3,875 3,893 3,923 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500
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長与町目標人口推計の20～39歳女性人口推移

社人研推計

目標推計人口

（人） 図表 2-4 
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図表 2-3 
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 ・高齢者数はやがて減少段階へ。15～64歳の数値は下げ止まりを見せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図表 2-6 

図表 2-6 

図表 2-6 
図表 2-6 
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社人研推計と目標人口推計における年齢３区分人口の推移
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図表 2-6 
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社人研推計と目標人口推計における高齢化率の推移

（目標）高齢者1人を支える生産年齢人口 （社人研）高齢者1人を支える生産年齢人口
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・社人研推計では高齢化の進展に歯止めがかからないが、目標人口推計では高齢化の 

進展に歯止めをかけることができる。 

・ただし、出生率が上昇しても、年齢構成比に影響を与えるまでには時間がかかる。 

 ・目標人口推計では、2045(令和 27)年まで高齢化率の上昇、及び高齢者一人を支える

生産年齢人口の減少が進み、ピーク時には労働者 1.48人で 1人の高齢者を支えるこ

とになるが、2050(令和 32)年以降は社会が若返り始める。 

・このように人口構造の若返りが図られることで、主に生産年齢人口からなる扶養世

代と高齢者をはじめとする被扶養世代の人口比率が改善し、支え合いの社会体制づ

くりに寄与する。 

・出生率が向上したとしても、その上昇が遅ければ遅いほど、その後の人口は少ない

水準となるため、早期の出生率の向上が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

図表 2-7 
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出典：社人研推計及び長与町役場政策企画課作成

長与町の人口推移と長期的な見通し

住基人口（年度末）

推計（目標人口推計）

推計（社人研準拠）

（実績） （見通し）

37,002人

（人）

（目標）

2060(令和42)年

37,002人

（社人研）

2060(令和42)年

28,182人

2040(令和22)年までに出生率2.14を

達成し、社会動態が均衡

住宅地造成により

1,175人の転入増を見込む

近年の社会減傾向を踏まえ、令和２年の

推計人口は社人研推計よりも下方修正

図表2-8
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(3) 総括 

人口減少問題は国をあげて取り組む喫緊の課題となっています。本町においても長く

続いた人口増加が減少局面に転じており、また今後急速に高齢化が進むことは確実であ

ることから、持続可能な社会の実現のため、この社会構造の変化に柔軟に対応すると同

時に、出生率の向上及び社会動態の均衡を図り、扶養世代と被扶養世代のバランスを保

っていく必要があります。 

本町においては、これまでも、人口減少問題を最重要課題と位置づけ、様々な施策を

推進してきたところであり、特に平成 27年 10 月に長与町まち・ひと・しごと創生総合

戦略を策定してからは、子育てや教育環境の充実、健康づくり、便利で快適な住環境の

整備、産業の育成、移住の促進など様々な施策を講じてきました。結果として、新たな

住宅地への人口流入や移住者の増加等が見られるものの、大学生の県内就職率は悪化す

るなど、若者の県内就職促進は進んでおらず、加えて県内基幹産業の低迷等による従業

員数の減少などから、人口減少が続く状況となっています。 

また、この間、全国的に 2040 年問題など新たな課題も提唱され、長崎県 2040 年研究

会においては、全国より先駆けて本県に到来する人口減少社会に対し行うべき取組につ

いて議論が行われました。同研究会では、人口減少対策そのものに加えて、人口減少に

より引き起こされる課題の想定と、想定される課題への備えの重要性、AI・IoT などの

新たな技術の活用による持続可能な地域社会の構築などが提言されています。 

 

今回、人口ビジョンを時点修正し、人口の将来展望を見直しましたが、その条件であ

る「2040年に出生率 2.14、社会動態の均衡」を達成するため、本人口ビジョンを踏まえ

て策定する「長与町第１０次総合計画」（第２期長与町まち・ひと・しごと創生総合戦略

を包含して策定）において、国及び県の取り組みを踏まえつつ、関係人口の創出・拡大

や Society5.0 の実現に向けた技術の活用、SDGsといった新たな視点や発想を積極的に

取り入れながら、本町が今後重点的・戦略的に取り組むべき施策や事業を構築してまい

ります。また、人口減少問題の解決にあたっては、町民一人ひとりが自らの問題として

向き合い、県・市町・産学官金労言等の各分野、そして町民全体の総力を結集して人口

減少対策に取り組んでいくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

編集 長与町役場企画財政部政策企画課 


